
介
護
福
祉
士
国
家
試
験

受
験
資
格
の
柔
軟
化

平
成
２
９
年
７
月
１
４
日

長
野
県
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 重点番号19-②_介護福祉士試験の受験資格に関する見直し（長野県） 



１
-１

．
長
野
県
の
人
口
と
高
齢
化
率
の
推
移

1
8

4
 

2
1

5
 

2
5

3
 

2
9

2
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4

7
 

4
1

7
 

4
7

5
 

5
2
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2
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6
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6
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6
4
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1
,9

5
7

2
,0

1
8

2
,0

8
4

2
,1

3
7
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,1

5
7

2
,1

9
4

2
,2

1
5

2
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9
6

2
,1

5
2

2
,0

9
9

2
,0

1
9

1
,9

3
8

1
,8

5
1

1
,7

6
1

1
,6

6
8

9
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%
1

0
.7

%
1

2
.1

%
1

3
.6

%

1
6

.1
%

1
9

.0
%

2
1

.4
%

2
3

.8
%

2
6

.5
%

3
0

.1
%

3
2

.0
%

3
3

.2
%

3
4

.4
%

3
6

.0
%

3
8

.4
%

7
.1

%
7

.9
%

9
.1

%
1

0
.3

%

1
2

.0
%

1
4

.5
%

1
7

.3
%

2
0

.1
%

2
3

.0
%

2
6

.8
%

2
9

.1
%

3
0

.3
%

3
1

.6
%

3
3

.4
%

3
6

.1
%

0
.0

%

5
.0

%

1
0

.0
%

1
5

.0
%

2
0

.0
%

25
.0

%

3
0

.0
%

3
5

.0
%

4
0

.0
%

0

50
0

1,
0

00

1,
5

00

2,
0

00

2,
5

00

19
70

19
75

19
80

19
85

1
9

90
19

95
20

00
20

05
20

10
20

15
20

20
2

0
25

2
0

30
2

0
35

2
0

40

総
人
口
（長

野
県
）

推
計

実
績

6
5
歳
以
上
人
口
（
長
野
県
）

高
齢
化
率
（
長
野
県
）

高
齢
化
率
（全

国
）

（出
典
：総

務
省
「国

勢
調
査
」、
国
立
社
会
保
障
・人
口
問
題
研
究
所
「日

本
の
将
来
推
計
人
口
（平

成
25
年
3月
推
計
）
中
位
推
計
」

長
野
県
の
人
口
は
約
20
8万
人
、
65
歳
以
上
の
割
合
は
31
.0
％
（H
29
年
４
月
）、

全
国
を
上
回
る
水
準
で
高
齢
化
が
進
む
。
更
に
高
齢
化
は
進
行
す
る
見
込
み
。

高
齢
者
ピ
ー
ク

（6
4.
5
万
人
、
32
.0
％
）

後
期
高
齢
者
ピ
ー
ク

（4
0
万
人
、
21
.7
％
）
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１
-２

．
要
介
護
・
要
支
援
認
定
者
数
の
推
移

（出
典
：厚

生
労
働
省
「介

護
保
険
事
業
状
況
報
告
」）

4
6

,5
6

2
 

5
2

,3
6

6
 

5
8

,9
9

7
 

6
6

,7
0

4
 

7
4

,4
1

6
 

7
8

,9
4

2
 

8
3

,9
6

8
 

8
5

,4
5

4
 

8
6

,7
7

2
 

8
8

,9
0

8
 

9
1

,6
0

5
 

9
4

,7
0

6
 

9
8

,7
3

9
 

1
0

2
,8

4
9

 
1

0
5

,6
7

6
 1

0
9

,0
3

3
 

1
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0
,2

3
5

 

1
,4

4
1

 

1
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3
2

 

1
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3
9

 

2
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3
2

 

2
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9
2

 

2
,5

3
1

 

2
,5

8
1

 
2

,5
8

4
 

2
,5

5
8

 
2

,4
8

1
 

2
,3

4
0

 
2

,6
5

5
 

2
,4

1
8

 

2
,2

9
4

 
2

,1
4

1
 

2
,0

4
9

 
1

,9
0

7
 

9
.9

1
0

.9

1
2

.0

1
3

.3

1
4

.6

1
5

.3
1

5
.9

1
5

.9
1

5
.8

1
5

.9
1

6
.1

1
6

.7
1

7
.1

1
7

.4
1

7
.4

1
7

.5
1

7
.5

024681
0

1
2

1
4

1
6

1
8

0

2
0

,0
0

0

4
0

,0
0

0

6
0

,0
0

0

8
0

,0
0

0

1
0

0
,0

0
0

1
2

0
,0

0
0

H
1

2
.4

H
1

3
.4

H
1

4
.4

H
1

5
.4

H
1

6
.4

H
1

7
.4

H
1

8
.4

H
1

9
.4

H
2

0
.4

H
2

1
.4

H
2

2
.4

H
2

3
.4

H
2

4
.4

H
2

5
.4

H
2

6
.4

H
2

7
.4

H
2

8
.4

長
野
県
内
の
要
介
護
・
要
支
援
認
定
者
数
の
推
移

1
号
認
定
者

2
号
認
定
者

1
号
認
定
率

認 定 者 数 （ 人 ）

第 １ 号 被 保 険 者 認 定 率 （ ％ ）
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１
-３

．
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
の
指
定
状
況

◇
指
定
（許

可
）件

数
総
数

７
，
８
０
８

（
平
成
２
８
年
４
月
１
日
現
在
）

（
内
訳
）
居
宅
サ
ー
ビ
ス

５
，
７
４
８

居
宅
介
護
支
援
事
業

７
２
０

施
設
サ
ー
ビ
ス

２
９
５

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
等
市
町
村
長
指
定
分

１
，
０
４
５

（出
典
：長

野
県
介
護
支
援
課
調
べ
）

4
0

0
1

4
1

8
6

4
3

3
5

4
4

7
9
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5
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6
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0

3
2

6
1

1
3

6
2

1
2

5
7

4
8

5
2

7
5

4
9

5
7

0
5

9
7

6
3

2
6
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6
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0
0
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7
0
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5
0

7
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0
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8

0
8

0

1
0

0
0

2
0

0
0

3
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0
0

4
0

0
0

5
0

0
0

6
0

0
0

7
0

0
0

8
0

0
0

◇
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
の
推
移

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
等
市
町
村
長
指
定
分

施
設
サ
ー
ビ
ス

居
宅
介
護
支
援

居
宅
サ
ー
ビ
ス
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１
-４

．
少
子
高
齢
化
の
進
展
と
介
護
需
要
の
増
加

長
野
県
の
少
子
高
齢
化
は
急
速
に
進
展
し
、
介
護
需
要
も
増
加

今
後
、
さ
ら
に
拡
大
が
見
込
ま
れ
る
。

◇
要
介
護
・
要
支
援
認
定
者
数

H
2

6
（
2

0
1

4
）
年

約
1

0
.8

 万
人

⇒
H

3
7
（
2

0
2

5
）年

約
1

3
.7
万
人
に
増
加

1
0
年
間
で
1
.3

倍
に
増
加

◇
介
護
需
要
を
支
え
る
介
護
職
員
も
数
多
く
必
要

H
2

6
（
2

0
1

4
）
年

約
3

.4
 万
人

⇒
H

3
7
（
2

0
2

5
）年

約
4

.6
 万
人
が
必
要

1
0
年
間
で
1
.2

万
人
の
確
保
が
必
要

※
こ
の
ま
ま
何
も
対
策
を
講
じ
な
い
場
合

H
3

7
に
は
約
8
,0
0
0

人
が
不
足

（
出
典
：
長
野
県
「第

6
期
高
齢
者
プ
ラ
ン
」）

（
見
込
み
）

（
見
込
み
）
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１
-５

．
介
護
人
材
不
足
の
状
況

◇
介
護
分
野
の
有
効
求
人
倍
率
は
高
止
ま
り

区
分
（
年
度
平
均
）

H
2

5
H

2
6

H
2

7
H

2
8

長
野
県

1
.5

3
1

.9
1

2
.0

9
2

.3
4

全
国

1
.9

1
2

.3
1

2
.6

8
2

.5
7

（出
典
：厚

生
労
働
省
・長

野
労
働
局
「職

業
安
定
業
務
統
計
」）

介
護
人
材
の
確
保
が
喫
緊
の
課
題
！

◇
介
護
福
祉
士
国
家
試
験
の
受
験
者
及
び
合
格
者
数
の
減
少

H
2

7
H

2
8

受
験
者
数
（人

）

長
野
県

-
-

全
国

1
5

2
,5

7
3

7
6

,3
2

3

合
格
者
数
（人

）

長
野
県

1
,4

9
7

1
,0

0
2

全
国

8
8

,3
0

0
5

5
,0

3
1

※
受
験
者
数
の
減
少
は
、

受
験
資
格
の
厳
格
化
に

伴
う
も
の
。

（出
典
：厚

生
労
働
省
）
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２
．
介
護
福
祉
士
受
験
資
格
の
概
要

（
出
典
：
公
益
財
団
法
人
社
会
福
祉
振
興
・試

験
セ
ン
タ
ー
）
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３
-１

．
現
状
で
の
支
障
事
例
（
1
/３

）


平
成

1
9
年
の
法
改
正
に
よ
り
、
高
等
学
校
に
お
い
て
介

護
福
祉
士
国
家
試
験
の
受
験
資
格
を
得
る
た
め
の
指
定
科

目
単
位
数
が

1
.5
倍
（

3
4
単
位
⇒

5
3
単
位
）
に
増
加


普
通
科
目
単
位
を
圧
迫
す
る
こ
と
か
ら
、
福
祉
系
学
科
・

コ
ー
ス
を
持
つ
高
等
学
校
で
あ
っ
て
も
、
「
福
祉
系
高
等

学
校
」
（
以
下
、
指
定
校
）
の
要
件
を
満
た
す
こ
と
は
困

難
と
な
っ
た
。

参
考
：
県
内
の
福
祉
系
の
学
科
等
が
あ
る
高
等
学
校


福
祉
系
の
学
科
の
あ
る
私
立
高
校
（２
校
）：
受
験
資
格
を
取
得
可
能


福
祉
系
の
学
科
の
あ
る
公
立
高
校
（１
校
）：
受
験
資
格
の
取
得
不
可


福
祉
系
の
コ
ー
ス
（
系
列
）を
も
つ
公
立
高
校
（1
3
校
）
：受

験
資
格
の
取
得
不
可
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３
-２

．
現
状
で
の
支
障
事
例
（
２
/３

）


指
定
校
以
外
で
は
、
福
祉
系
学
科
・
コ
ー
ス
の
あ
る
高
等

学
校
卒
業
者
で
あ
っ
て
も
、
受
験
資
格
を
得
る
に
は
、
介

護
福
祉
士
養
成
施
設
（
以
下
「
養
成
施
設
」
と
い
う
。
）

に
お
い
て
２
年
間

1
,8

5
0
時
間
の
指
定
科
目
を
履
修
す

る
こ
と
が
必
要


そ
の
際
、
高
等
学
校
で
学
習
し
た
内
容
に
つ
い
て
も
改
め

て
学
習
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

学
習
内
容
の
重
複
！
！
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３
-３

．
現
状
で
の
支
障
事
例
（
３
/３

）

長
野
県
立
高
校
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
例

科
目

単
位
数

（高
校
３
年
間
）

普
通
教
育

国
語
、
数
学

な
ど

５
８
～
６
０

専
門
教
育

（
福
祉
）

社
会
福
祉
基
礎

４
・
６

介
護
福
祉
基
礎

４

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
技
術

４

生
活
支
援
技
術

５

介
護
総
合
演
習

３

こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
理
解

４

課
題
探
究

３

合
計

８
７

27 ～ 29 単 位

※
着
色
は
、
養
成
施
設
に
お
け
る
履
修
科
目
と
学
習
内
容
の
一
部
重
複
が
み
ら
れ
る
科
目
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４
-１

．
提
案
事
項
（
1
/2
）

高
等
学
校
と
養
成
施
設
が
連
携
し
、

①
高
等
学
校
で
福
祉
系
科
目
を
修
得
し
た
場
合
、
養
成
施
設

に
お
け
る
単
位
へ
の
読
み
替
え
を
可
能
に
す
る
こ
と
を
求

め
ま
す
。

②
こ
の
読
み
替
え
に
よ
っ
て
介
護
福
祉
士
試
験
受
験
資
格

（
養
成
施
設
ル
ー
ト
）
に
不
足
す
る
単
位
を
養
成
施
設
で

修
得
し
た
と
き
、
養
成
施
設
の
卒
業
前
で
あ
っ
て
も
介
護

福
祉
士
試
験
を
受
験
で
き
る
措
置
を
求
め
ま
す
。

単
位
取
得
の
効
率
化

資
格
取
得
の
早
期
化
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４
-２

．
提
案
事
項
（
2
/2
）

《
介
護
福
祉
士
養
成
ル
ー
ト
》

１
実
務
ル
ー
ト

２
福
祉
系
高
等
学
校
ル
ー
ト

３
養
成
施
設
ル
ー
ト

実
務
経
験

３
年
以
上

実
務
者
研
修

修
了＋

高
等
学
校
３
年
間

５
３
単
位

（
1
,8
5
5
時
間
以
上
）

高
等
学
校
卒
業

養
成
施
設
２
年
間

1
,8
5
0
時
間
以
上

＋

介
護
福
祉
士
国
家
試
験

介
護
福
祉
士
資
格
取
得

今
回
提
案

高
等
学
校
３
年
間

５
３
単
位
未
満

＋

地
域
の
養
成
施
設

で
不
足
科
目
履
修

合
計
1
,8
5
0
時
間
以
上
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５
．
期
待
さ
れ
る
効
果

質
の
高
い
介
護
人
材
の
効
率
的
な
養
成
の
ほ
か
、


地
域
の
高
等
学
校
と
養
成
施
設
が
連
携
し
て
介
護
人

材
を
養
成
す
る
こ
と
で
、
地
域
で
必
要
な
介
護
人
材

を
、
地
域
で
育
成
・
養
成
し
て
い
く
体
制
の
構
築
が

期
待
で
き
ま
す
。


高
等
学
校
に
お
い
て
生
徒
が
充
分
な
基
礎
知
識
・
教

養
を
習
得
し
た
上
で
、
将
来
の
国
家
資
格
取
得
に
つ

な
が
る
キ
ャ
リ
ア
形
成
を
行
う
こ
と
が
で
き
、
も
っ

て
介
護
分
野
へ
の
参
入
促
進
が
期
待
で
き
ま
す
。
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